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Ａ. 研究目的 

疾病及び関連保健問題の国際統計分類(ICD)

は、我が国では死亡統計を始め患者調査、医

療保険制度、診療情報管理に広く活用されて

いる。現在 WHO が進めている ICD-10 から 11

への改訂においては我が国の医療実態を踏ま

えたより適切な医療情報を将来的に確保する

ために、我が国での適用に向けた ICD-11 の妥

当性の検討を行う必要がある。この際に、適

切な ICD-11 コードを検索する支援ツールの構

築は、これらの検討を加速化するのみなら

ず、我が国における上記のような各種統計の

基盤となる ICD コーディングの正確性の担

保、作業の効率化の観点から極めて重要な課

題である。現在、WHO は ICD-11 改訂に際し、

従来の紙・冊子媒体に変わり Web ベースのア

プリケーションである ICD-11 coding tool を

開発しており、複雑化する ICD の構造を効率

的に探索し、正確なコーディングを支援する

枠組みを整えつつある。本分担研究では、こ

のような枠組みと整合性を担保しつつ、我が

国における ICD-11 日本語版コーディングツー

ルを作成することを目的としている。本年度

は、ICD-11 日本語版コーディングツール作成

にむけて、ICD-11 和訳案の確定と整合性の確

保作業を支援する ICD-11 和訳支援プラットフォ

ームの構築と実運用、並びにこれまで開発して

きた ICD-10,11 対応の日英索引表管理 Web プ

ラットフォームの実運用に向けた改良を行うこと

を目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

ICD-11 日本語版コーディングツール作成の

ため、少なくとも英語版に存在する成句病名

については、オーソライズされた和訳の作成

が必要である。既に昨年度、厚生労働省政策

統括官付参事官付国際分類情報管理室より、

ICD-11 エンティティのカテゴリ（章）ごとに

関連する各学会へ日本語訳出の作業依頼を行
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い、結果の集計を行っている。しかし、最終

的な和訳案の確定に向けては、全章にまたが

る訳語の統一性・整合性の担保、複数の異な

る学会案の調整など膨大な確認作業が必要と

なる。そのため、同室との連携の元、この作

業を統合的に管理し、効率化を図るための Web

ベースの和訳支援プラットフォームを開発

し、実運用を行った。 

また、ICD-11 エンティティの日本語訳語作

出のためにも、また WHO の修正勧告を適切に

フォローアップしつつ ICD-10 から ICD-11 へ

の病名単位でのスムーズな移行を管理するた

めにも、索引表の日英対応管理は重要な課題

であるが、同室の協力を得て、これまでに開

発してきた ICD-10,11 対応日英索引語管理シ

ステムの実運用テストを経て、さらに得られ

た改善点につい Webプラットフォームの改良

を行った。 

尚、本研究では倫理面への配慮は必要とし

ない。 

 

Ｃ. 研究結果 

C-1) ICD11 和訳支援プラットフォーム 

ICD-11 の国内適用と日本語版コーディングツ

ールの作成に向けては、ICD-11 の全エンティテ

ィ約 97,000 語程度の ICD-11 の Foundation Com-

ponent 中に存在する全エンティティに対し、適

切な日本語を宛てる必要がある。 

この訳語の決定については関連学会の協力によ

るオーソライズが必要であることから、既に昨

年度、成句としての日本語用語訳出については

厚生労働省よりカテゴリ（章）ごとに関連する

各学会へ作業を依頼し、回答の集約が行われ

た。しかし、告示に向けた最終的な和訳決定の

ためには、全体的な整合性を考慮した修正が必

要となる。これには、複数の学会から異なる訳

語案が提示された場合の調整以外にも、特に ICD

エンティティには「その他の明示された～」な

どのようにこれまで我が国に適用されてきた慣

用的な表現があり、このような表現についてカ

テゴリにまたがってなるべく統一すること、な

どが含まれる。 

本年度はこのような調整を行った事務局案を

作成し、各学会への最終確認を行うための作業

を効率化するため、「ICD-11 和訳支援 Web プラ

ットフォーム」を開発し、これを用いた実運用

を行った。別添資料 (本報告書末尾) 図 1～図６

に概要を示す。また開発にあたっては以下に示

すような機能を重視した。 

 

和訳案の統合管理 

図 1に示す通り、基本機能として ICD-11 の

章、ブロック、分類項目、索引用語などの英語

用語に対し、複数の学会案を統合し、事務局案

を決定して入力管理する、という機能を有して

いる。また、事務局案として和訳用語を定める

際に、判断区分を入力管理することが可能であ

る。例えば、事務局案を採用、学会案を採用、

学会間で異なる意見があった場合の採択区分、

学会への要確認、国際分類情報管理室内での要

検討事項、などである。 

各セルに直接入力することも可能であるが、

複数の学会案があった場合に視認性を高めるた

め、図２に示す通り、ポップアップ画面にて一

覧して入力・編集することも可能である。 

また、日本医学会医学用語辞典の参照や、グ

ーグルスカラーでの検索、ICD-11 ブラウザなど

への連携、用語の URI を用いた ICD-11 MMS 

(Mortality and Morbidity Statistics) での直

接検索機能を有しており、訳語選定にあたって

の参考資料とすることができる。 
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和訳方針の統一化と整合性の確保 

全章にわたる和訳方針の統一化と整合性の確

保は重要な課題である。本システムは図３に示

す通り、全行から特定の表現を検索し、他での

和訳方針を確認する検索表示機能も備えてい

る。図では“due to”に関する和訳のみに絞っ

て表示する例を示した。この仕組により整合性

の確保と修正の効率化が可能となった。 

また、訳語の決定にあたり疑義が生じた場

合、従来では国際分類情報管理室と個別ユーザ

ーとのメールやり取りで行われており、その結

果の共有が課題であったが、図４に示す通り、

疑義と回答についても同プラットフォーム上で

全ユーザーが検索閲覧・共有できるようにし

た。また、訳語のさらなる統一化を図るため、

図５に示す通り、慣用的な表現を含む定型和訳

については予め一覧を用意し、検索参照できる

ようにした。これらによって作業の大幅な効率

化と整合性の向上が可能となった。 

 

リアルタイムの作業進捗管理 

さらに、図６に示すとおり、リアルタイムで

の各章の作業進捗を各ユーザーが閲覧すること

ができるようにした。また、それまでの作業結

果を CSV にて出力・ダウンロードして随時確認

することができる。これらによって全体の進捗

管理の大幅な効率化が図られた。 

 

 本年度では、開発した上記 Web プラットフォ

ームを実運用し、複数の学会による和訳案の集

約、並びにその後に WHO によって追加された用

語の新規訳出作業が行われ、結果として一部の

章(21 章：症状所見、22章：外因、X章：拡張用

コード) を除き、事務局案の策定が完了した。 

 

C-2) ICD-10,11 対応日英索引語管理システムの

改良 

ICD-11 では、内容例示表に多くの傷病名を収

載する方針であるが、自由入力病名ではこれら

に完全一致しないこともあり得る。このような

ことから、これまでも ICD では、傷病名コーデ

ィングを支援するために、傷病名の部分文字列

を元にコードをナビゲーションする「索引表」

が存在している。ICD-11 エンティティの日本語

訳語作出のためにも、また WHO の修正勧告を適

切にフォローアップしつつ ICD-10 から ICD-11

への病名単位でのスムーズな移行を管理するた

めにも、この索引表の日英対応管理は重要であ

る。本年度は、昨年度までに開発してきた ICD-

10,11 対応日英索引語 Web 管理システムの実運用

テストの結果、さらに寄せられた問題点を元

に、ユーザビリティ改善のためのプログラム修

正を行った。また、速度と今後の保守性の観点

から、これまでの Java sbt から Python 言語に

て全面的に書き換えた。 

図７に改良後のユーザーインタフェース画面

を示す。特に巨大な表データを Web アプリケー

ションにて表示する際の課題であった速度の問

題について大きく改善すると共に、分割したデ

ータベースや日英それぞれのソート順などへの

簡便なリンクを用意することによって、必要な

作業への迅速なアクセスが可能となった。また

図８に示す通り、複数のデータベースにまたが

った高速な検索も可能であり、訳語の統一・整

合性確保を図ることができる。これらの改良に

よって、今後 ICD-10 の日英索引語の継続管理を

行うのみならず、ICD-11 の和訳確定後の統合的

な索引語管理を行うための実運用可能な基盤が

整備された。 
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Ｄ. 考察 

本年度開発・運用した「ICD-11 和訳支援プラ

ットフォーム」によって、学会案の集約と新規

訳出用語を全章に渡って統合的に管理し、和訳

の統一化と大幅な作業の効率化を図ることがで

きた。事務局案として集約結果が整備されたこ

とにより、ICD-11 国内適用に向け大きく前進し

たと考えられる。今後、事務局案を各学会に再

度照会し、最終案の確定を行う必要があるが、

詳細な病態情報もコーディング可能な、我が国

におけるこれまでにない巨大な疾患関連用語集

が策定されるインパクトは大変大きいと考えら

れる。 

一方で、今後の ICD-11 の国内適用に向けた和

訳語の整備にはまだ課題も存在している。 

まず、日本語訳の「統一性・整合性」と「拡

張性」とを同時に取り扱う必要性である。ICD-

11 の全てのエンティティの大元である Founda-

tion Component に対する日本語訳を WHO の Web

サイトにおいて公式に登録する際には、「各々

の英語用語に対し、該当する日本語訳を入力す

る」というモデルになっているため、訳語を複

数登録することができない。この観点からは、

複数の訳語候補の集約と代表語の決定、和訳方

針の一貫性・整合性担保が重要である。一方、

これらの和訳を元にし、ICD-11 Coding Tool 日

本語版など臨床現場で活用していく際には、な

るべく多くの検索語で検索できることが必要で

あり、多くの同義語を予め索引語として含んで

おく必要がある。これは相反する方向性であ

り、Foundation Component に登録し、かつ代表

表記として国内適用する用語と、現場での検索

利便を考えた索引語の管理は別途に行う必要が

ある、と考えられる。 

もちろん、ICD-11 からは多くの病名を含む方

針となっており、これら予め登録された英語用

語に対して、対訳として日本語用語を登録する

ことは可能である。しかし、異字体の存在や漢

字とかな表現の揺れなど、「対応する日本語用

語が同義語を含めて数多く存在する場合」ある

いは「日本固有の概念を表す用語」については

Foundation Component における管理だけでは不

十分である。 

また、これまで我が国で導入が進められてき

た標準病名マスターとの整合性の確保も重要で

ある。標準病名マスターは行政上の位置づけと

しては、レセプト傷病名欄への記載として用い

ることが厚労省保険局医療課より通知されてい

るとともに、2010 年には厚生労働省標準規格の

１つとして指定されており、多くの病院で電子

カルテに搭載が進んでいる。これまでの ICD-10

は疾患カテゴリと(比較的少数の) 例示病名を示

したものであり、これに含まれない多くの病名

については標準病名マスターがカバーしてい

た。しかし、ICD-11 の和訳においては予め粒度

の細かい日本語病名が数多く含まれている。従

って、診療情報記録とそれに基づく統計情報の

継続性の観点から、今後標準病名マスターとの

病名としての整合性の担保は重要な課題であ

る。ICD-11 適用後の臨床現場での円滑な使用に

向けて、今後両者の一致と相違について分析

し、国内での標準的な疾患関連用語集として統

合・集約する必要があると考えられる。 

次に、21章：症状・所見、X章：拡張用コー

ドの取り扱いである。本年度の作業においてこ

れらの和訳案についてはまだ確定していない。

これらは単独で用いられるものではないが、詳

細な病態をコーディングする際に修飾的に用い

られる用語が数多く含まれている。これまで我
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が国の医療分野においては標準用語集・コード

体系は疾患(標準病名マスター)・検査

(JLAC10)・処方(HOT)など分野限定的に策定され

てきたが、例えば症状・所見、あるいは部位に

ついてコード管理されオーソライズされた標準

用語集は存在していない。21章や X章はこれを

広くカバーするものであり、この和訳語を詳細

な病態を記述するための用語として広く普及さ

せて行くことの意義は極めて大きい。今後これ

らの和訳についても確定させ、他の章と合わせ

て国内導入することにより、我が国における診

療情報記述を広くカバーし、参照される巨大な

標準用語集となると期待される。また本年度中

には達成できなかったが、これらのリソースを

元に WHO の協力を得て ICD-11 Coding Tool 日本

語版として公開することにより、臨床現場や各

種アプリケーションからの活用を推進する仕組

みづくりも今後の課題である。 

一方、これらの索引語管理プラットフォーム

である ICD-10,11 対応日英索引語管理システム

については、これまでの運用テストを経て挙げ

られた問題点が十分に改良され、実運用可能な

状態となっている。現時点で、ICD-11 では ICD-

10 第 3 巻索引表に相当するものは存在していな

い。しかしながら ICD-11 の国内適用までの間、

引き続き ICD-10 の索引表に対し WHO から提示さ

れる修正勧告を適切に管理し国内で反映してい

く必要がある。また ICD-11 適用後も統計の継続

性の観点から、ICD-11 Coding Tool 日本語版に

搭載する索引語と ICD-10 第 3 巻索引表の内容を

国内で統合的に管理する仕組みは重要である。

本研究成果によって、これに資する Web プラッ

トフォームが整備されたことにより、今後の活

用が望まれる。 

 

Ｅ. 結論 

本年度研究では、ICD-11 日本語版コーディン

グツールの作成と ICD-11 の国内適用に向け、和

訳確定を効率化する支援プラットフォームの開

発と実運用を行い、主要な章に対する事務局案

確定を行った。また、これまで開発してきた ICD-

10,11 対応の日英索引表管理 Web プラットフォー

ムの改良を行い、実運用可能な体制を整えた。今

後、本研究成果の継続的な活用によって ICD-11

の円滑な国内適用に向けて作業を一層効率化す

ると共に、各学会への再確認を経た ICD-11 和訳

の最終確定と 21 章,X 章の和訳確定によって、詳

細な病態もコーディング可能で広く診療情報記

述をカバーする我が国の巨大な標準用語体系の

策定と臨床現場での活用が期待される。 

 

Ｆ. 研究発表 

なし 

 

Ｇ. 知的財産権の出願・登録状況 

なし 



 
 

22 

 

(別添資料) 

 

(図１: ICD11 和訳支援プラットフォーム) 
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(図２: ポップアップ入力画面) 

 

(図３: 訳語統一のための検索表示機能 (画面は “due to” の例) 
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(図４: 疑義と回答の閲覧と共有) 

 

(図５: 定型訳の共有と検索) 

 

 

(図６: リアルタイムの進捗確認) 
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（図７：ICD-10,11 対応日英索引語 Web 管理システム ～改善後のユーザインタフェース～） 
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(図８: 複数 DB にまたがった検索機能 〜 例:“F34.1”の検索例〜) 

 

  


